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資料16

指導者研修の 自己評価

記入時の注意事項

1.指 導者研修前期 ・後期、および研修修了後3ヶ月 ・6ヶ月 ・1年後の各期にそ

れぞれ段階をおって自分の課題を明確にし、日標を設定する。

2.各 期ごとに、課題項目に対しその到達度を、評価基準に基づいて5段階で自己

評価を実施する。該当しない項目はGとする。

評価基準 達成度

1。まつたくできない 0-19%

2.少 しできる 20～ 39%

3.ま あまあできる 40～ 59%

4.か なりできる 60～ 79%

5.十 分できる 80～ 100%

G 該当なし

3.研 修中は研修部のスタッフと面接、自己評価について振 り返ることにより次の

課題を明確にし、日標を設定する。

4.研 修修了後は、上司、又は同僚に他者評価を依頼 し、コメン トを頂 く。

6ヶ 月後、1年 後の自己評価については研修部スタッフにメール、FAXに て報

告 とする。

これは研修生を評価するものではなく、研修生自身が「
-8題

を明確化 し意識を持

ち続けることに意義をもつ、また研修部にとつて研修生の課題を把握するため

に行 うものです。
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